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研究成果の概要（和文）：本研究では、中東・北アフリカのイスラーム地域における少数派・弱者を取り上げ、
その過去と現状について３年の期間をかけて調査を行った。具体的には、少数派・弱者を（１）「イスラーム圏
における少数派としてのキリスト教およびその他の宗教」、（２）「イスラーム圏における伝統的弱者としての
女性」、（３）「イスラーム世界における異端」という３つの研究課題に分け、それぞれの課題について調査を
行い、思想史的および社会学的手法を用いて考察した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the three-year research project was to conduct an integrated 
study of the past and present situation of religious minorities and other vulnerable groups in the 
Islamic World using both a religious-historical approach and legal-sociological approach. The target
 groups of the study were (1) the Christians and other non-Muslims as religious minorities in the 
Islamic World, (2) women as a traditionally weak and vulnerable group of people within the Islamic 
World and (3) sects deemed ‘heretical’ by the dominant groups within Islam. 
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１．研究開始当初の背景 
 
中東・北アフリカ地域には、数多くの弱者そ
して少数派に属する人びとが暮らしている。
宗教という観点から見た場合、イスラーム教
徒のほかに、キリスト教徒、ユダヤ教徒、ゾ
ロアスター教徒、ヤズィーディー教徒、マン
ダ教徒などの数多くの古来の宗教集団が少
数派として暮らしている。またイスラーム教
徒の中にも、シーア派やイバード派、そして
ドゥルーズ派やアラウィー派などの少数
派・極端派が存在する。さらに男性優位とい
う伝統的な価値観が現在でも優勢な同地域
では、女性の社会進出や地位の向上の取り組
みは着実ではあるが未だに不十分である。ま
た、古今東西を問わず戦乱や政治的・社会的
混乱が続く社会において最も被害を受けて
きたのは弱者としての女性と子供であるこ
とも忘れてはならない。こうした伝統的弱者
である女性の過去そして現在の状況に目を
向けることは、同地域の情勢を適切に把握す
るためには、避けて通ることのできない作業
である。こうした中東・北アフリカ地域のイ
スラーム圏に暮らす少数派あるいは異端、そ
して弱者についての先行研究は、我が国にお
いても蓄積がされつつある。しかしながら各
研究は、分断された学問分野の中で進められ
ており、そのために少数派や弱者を総合的に
あるいは学際的に論じた研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、中東・北アフリカ地域の宗教的
少数派や社会的弱者の過去と現在に目を向
けることによって当該地域の現状のより的
確な把握を目指すとともに、そのような少数
派・弱者が置かれた状況の改善に資する基礎
的な研究を提供することを目的とした。より
具体的には、気鋭の研究者を中心とした研究
チームを編成して、国内外の各学問分野の指
導的研究者の協力を仰ぎつつ、中東北アフリ
カのイスラーム地域に暮らす少数派・弱者の
実態を３年の期間をかけて総合的に解明す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、中東・北アフリカ地域の少数
派・弱者について、①「イスラーム圏におけ
る少数派としてのキリスト教およびその他
の宗教」、②「イスラーム圏における伝統的
弱者としての女性」、③「イスラーム世界に
おける少数派・異端」という３つの研究課題
を設定し、それぞれ思想史的および社会学的
手法を用いて考察した。「イスラーム圏にお
ける少数派としてのキリスト教およびその
他の宗教」とは、コプト教会、シリア正教会
などのキリスト教、ユダヤ教、ゾロアスター
教、ヤズィーディー教、マンダ教などの諸宗
教を指す。また「イスラーム世界における少

数派・異端」とは、スンナ派と比較した場合
の、イバード派、シーア派諸派、そしてアラ
ウィー派やドゥルーズ派などのシーア派か
ら離脱した極端派を指す。分析方法について、
特に「イスラーム圏における伝統的弱者とし
ての女性」については、法学およびジェンダ
ー論の方法論なども用いて分析を行った。分
析を通じて、中東北アフリカのイスラーム地
域に暮らす少数派・弱者の過去・現在を明ら
かにし、それによって彼らの未来を展望する
ことを目指した。 
 
４．研究成果 
 
研究代表者および分担者は、上記の各研究課
題について調査を進めると同時に、定期的に
会合を持って互いの研究について意見交換
を行った。課題①「イスラーム圏における少
数派としてのキリスト教およびその他の宗
教」については、13 世紀のキリスト教作家バ
ルヘブラエウスの著作おけるイスラーム思
想の受容と改変についての解明を進めると
同時に、いまからちょうど一世紀前にオスマ
ン帝国支配下で行われたキリスト教徒の大
規模な虐殺とこの虐殺についての現在の扱
いや、19 世紀以降のエジプトのコプト教会信
徒の間における自らのアイデンティティに
ついての意識の変遷などについて調査を行
った。課題②「イスラーム圏における伝統的
弱者としての女性」については、「国家にお
けるジェンダー関係の解明」、「家族法体系
と実践に関する文献研究」、「外国人女性と
インターセクショナリティ（交差性）に関す
る研究」の三つのテーマに沿って資料に基づ
く調査・研究を行った。この結果、湾岸産油
国の女性の教育レベルの向上、就労率の上昇
にともなって女性による消費と起業行動が
顕著になっていることが明らかになった。ま
た、消費と企業を通じて既存のジェンダー関
係に一定の変化が起きつつあることが明ら
かになった。課題③「イスラーム世界におけ
る少数派・異端」では、オマーンおよび北ア
フリカにおけるイバード派の歴史と現状や、
「極端派」の思想についての調査を進めた。
特に後者については、9 世紀のムファッダ
ル・イブン・ウマルに帰される文書、10 世紀
のハスィービー文献の分析を通じ、非イスマ
ーイール派系イマーム派内の極端派的潮流
にヌサイル派（アラウィー派）の思想的基礎
があったこと、初期ドゥルーズ派の源流的思
想とムクタナー期（11 世紀前半）におけるそ
の変質などを明らかにした。また、研究代表
者および分担者の間の意見交換と研究成果
の公表の場として、平成 26 年度と 28年度に
は国内で、平成 27 年度にはレバノンで公開
シンポジウムを開催した。 
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